
 

 

記事等でご紹介いただく際は、“ＮＥＸＣＯ東日本”または“ネクスコ東日本”の愛称ご使用にご協力をお願いします。 

 
                    平成２５年１０月２９日 
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１２月１９日（木）１０時 「鬼
おに

平
へい

江
え

戸
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処
どころ

」が開業します！ 
～東北道 羽生ＰＡ（上り線）に時代小説『鬼平犯科帳』の世界が登場～ 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＥＸＣＯ東日本は、東北自動車道（上り線）羽生パーキングエリア（ＰＡ）で整備を進めている『鬼平江戸

処』を１２月１９日（木）午前１０時に開業します。 

 

『鬼平江戸処』は、小説の主人公である鬼平こと長谷川平蔵宣以（のぶため）が生まれた１７４５年から、

江戸の町人文化が隆盛を極めた文化・文政年間（１８０４年～１８２９年）に焦点を当てており、民俗学者の

神崎宣武（かんざき のりたけ）氏の監修・指導のもと、アートディレクターの相羽高徳（あいば たかのり）氏

のデザインにより、建物から小物に至るまで「本物」にこだわった江戸の空気感溢れる空間を演出します。 

 

また、食事処（フードコート）や売店では、江戸の味を今に伝える老舗のお食事や、江戸を感じさせる

数々のお土産品を取り揃えるほか、従業員の所作やどこからか聞こえてくる物売りの声などの演出にも江

戸のエッセンスを散りばめており、あたかも江戸時代にタイムトリップしたような体験をお楽しみいただけま

す。 

 

このプロジェクトは、鬼平犯科帳の作者・故池波正太郎氏の生誕９０周年にあたり、同氏の著作権を管

理する株式会社オフィス池波との提携・協力により実現を目指すもので、現代の高速道路に出現する古き

良き江戸情緒を、ぜひ感じ取っていただきたいと考えています。 

 

ＮＥＸＣＯ東日本は、「クルマの旅に、もうひとつのよろこびを。」をお届けするため、これからもサービスエリ

ア・パーキングエリアをますます進化させてまいります。どうぞ、ご期待ください。 

 

◆『鬼平江戸処』イメージパース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【地元羽生市の藍染工房とのコラボレーション】 

江戸時代、日本橋大通りの店屋が軒先に掲げたのれんは、藍で染められたものでした。 

今回、鬼平江戸処でものれんは史実に基づき藍染を使用してまいりますが、それらを鬼平江戸

処が位置する羽生市に天保８年（１８３７年）から続く藍染工房「武州中島紺屋」で製作してい

ただきます。 

４代目（当代）中島安夫氏は埼玉県指定無形文化財藍染技術保持者です。 

  

（参考「イメージ図」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【鬼平江戸処の店舗】 

お食事処（フードコート）・売店あわせて９つの店舗がオープンします。 

お食事は、すべてフードコート形式でご提供いたします。老舗や名店の味はもちろん、江戸の庶民に親しま

れた食材を使った丼ぶりなどの日常的なお食事、気軽に楽しめる串ものなどの軽食も取りそろえ、『鬼平犯

科帳』に登場する軍鶏料理屋「五鉄」を再現した飲食スペースでお召し上がりいただきます。 

 また、両国広小路のにぎわいを演出した一角にある売店では、小説に登場する「目黒・桐谷の黒飴」など

のオリジナル商品をはじめ、伝統的な工芸品や江戸老舗のお菓子、和雑貨などの商品をお買い求めいた

だけます。 

 店舗の名称などにつきましては別紙を御覧ください。 

 

【施設概要】 

   所 在 地  ：  埼玉県羽生市弥勒字五軒１６８６ 

   概   要  ：  新築（建替） 

   敷地面積  ：  約３２，０００㎡ 

   延床面積  ：  約１，０００㎡ 

   建物概要  ：  地上１階建（鉄骨造） 

事 業 費   :   約１０億円 

利用見込  ：  年間３００万人 

    

 

快適空間を目指しました！ 

『鬼平江戸処』の駐車場は、お客さまの使いやすさと安全に配慮して駐車マスのレイアウト変更を行

うとともに、駐車場と歩道との間の段差を解消し、バリアフリー化します。 

 

  



 

 

※工事期間中のお願い 

開業後も一部の施設工事を３月下旬頃まで予定しています。工事期間中、お客さまには大変ご不

便をおかけしますが、安全第一で工事を進めていますので、引き続き、ご理解とご協力をお願いしま

す。 

 

※１２月１９日（木）の開業時に予定しているオープニングセレモニー及びイベントの詳細につきましては、

改めてご案内させていただきます。 

 

  

 

 

 

 

 

    

 

 

■テーマ型エリア 

ＮＥＸＣＯ東日本では、立地特性のあるＳＡ・ＰＡで、独自の世界観を演出したテーマ型エリアを展開

しています。テーマ型エリアは、現在、関越自動車道 寄居ＰＡ（上り線）に「星の王子さま」とコラボレー

ションしたパーキングエリアを平成２２年６月から展開しており、「鬼平江戸処」は２施設目となります。 



  

 

 

 

◆店舗のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪飲食≫ 

① 【 五鉄（ごてつ） 】  

鬼平犯科帳に登場する軍鶏料理屋「五鉄」のモデルになったとい

われる人形町の老舗「玉ひで」（宝暦１０年（１７６０年）創業）の新業

態。鬼平が舌鼓を打った料理をイメージした「鬼平江戸処」限定メニ

ューを考案中です。 

 

 

② 【 本所さなだや 】 

江戸のそばの味を現代に引き継ぐ老舗そば屋「神田まつや」主人・

小高登志氏の監修。美食家としても名高い池波正太郎氏がこよなく

愛した名店の味をお楽しみいただけるよう開店準備中です。 

 

 

③ 【 忠八（ちゅうはち） 】 

地元埼玉の川魚卸問屋「鯉平」（明治３０年（１８９７年）創業）が江

戸の味の代表格である鰻蒲焼を炭火焼き上げの実演でご提供しま

す。 

 

 

① 五鉄 （軍鶏鍋） ④ 弁多津 （中華そば） ⑦ 屋台連 （立ち食い処）

② 本所さなだや （そば） ⑤ 万七 （江戸めし） ⑧ 文楽焼本舗 （人形焼）

③ 忠八 （うなぎ） ⑥ 船橋屋 （くず餅・甘味） ⑨ 屋台連 （みやげ処）

別紙 



④ 【 弁多津（べんたつ） 】 

池波正太郎氏がこよなく愛した「日本橋たいめいけん」主人・茂出

木雅章氏の監修。スープ、かえし、麺、チャーシュー全てにこだわった

「江戸風中華そば」を、「鬼平江戸処」オリジナルで開発中です。 

 

 

⑤ 【 万七（まんしち） 】 

江戸料理研究家、東京・大塚「なべ家」主人・福田浩氏の監修。

江戸庶民に愛された食材を使った、日常的なお食事「江戸めし」を考

案しています。 

 

 

⑥ 【 船橋屋 】 

“元祖くず餅の店”として知られる「船橋屋」（文化２年（１８０５年）創

業）が高速初出店。吟味した素材と独自の製法を守り、今もなお多くの

お客さまに愛され続けています。江戸庶民に愛された味をお楽しみく

ださい。 

 

 

⑦ 【 屋台連 】 

賑わい感のある江戸の屋台が連なる立ち食い処。名代の「両国鳥

幸の相撲焼鳥」、神田明神前「天野屋の甘酒」などをはじめ、ドライブ

のお伴にぴったりの揚げ物や焼き物など江戸を彷彿するさまざまな味

をご提供します。 

 

 

⑧ 【 文楽焼本舗 】 

江戸時代芝居の町として栄えた人形町が発祥といわれる人形焼を

「おめで鯛焼き本舗」が提供。素材、作り方にこだわり、ひとつひとつ丁

寧に焼き上げた、ここでしか買えないオリジナル商品を準備中です。 

 

 

≪売店≫ 

⑨ 【 屋台連 】 

鬼平犯科帳にちなんだ「鬼平江戸処」オリジナル商品や老舗店舗

の菓子、和雑貨などを多数取り揃えて販売。高速道路沿線の地元の

お土産もご用意しております。 

 

※各店舗のメニューや商品は、詳細が決まり次第お知らせいたします。 
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【参考資料】 

 
 
 
 
 

 

鬼平らが生きた時代の江戸の町を再現するため、建物が何十年も前からそこにあったかのように

「エイジング」と呼ばれる技法を施しました。 

専門の職人たちの手で、時代考証をしながら、柱の刀傷や雨水の染みや汚れ、壁に生えた苔まで

をも再現し、江戸の町に命を吹き込みました。 

“つくりもの”ではない、本物の江戸のリアルな再現を追及しています。 

撮影日 10 月 23 日  

 

 

■漆喰壁の黒黴や佇まいの汚しをリアルに再現する技法（エイジング） 
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■時代小説をも彷彿させる柱の刀傷 

 

■下見板張りの苔、黴、染みのリアルな再現 
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■芝居小屋のむしろ 

■蔵の雨水だれ、鋳鉄の白錆、古い瓦の様子 
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